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第 1日日午後 も引き続 き2次元電子系のお話である｡強磁場下の Si(100)nチャネ

ルにっいて精力的に論文 を連作 している安藤 のサイクロ トロン共鳴理論は, Koch等に

よる実験 をよく説明 している (図 2)が, これよ りずっとキャリア数が小 さな領域で共

鳴周波数にシフ トが観測 されているとの話が興味 を呼んだ｡まだ問題はあ りそ うである｡

安藤 はこのほかに,表面に強磁場 を加 えたときの蓄積層内電子のサブバ ンドスペク トル

の理論 を報告 した｡

大川は, CdHgTe反転層以来, もっぱ ら縮重バ ン ド系の計算に集甲 してお り, その

代表例 とも云える SiPチャネルについて鏡像力 もと り入れた サブバ ン ドスペク トルを

計算 し,光攻収の実験 とよい一致 を見ている｡さらに,縮重バ ンドの手法をもって,Si

M.0.S.で未解決の問題 である (100)nチャネルの Valley-orbit分裂にチャレンジ

して,分裂 を導いた｡得 られた分裂巾は小 さいが, exchangeenhancementが期待 さ

れるようであ り,今後の理論の発展が楽 しみである｡

我 が国で初めて He表面 2次元電子系の実験 を手かけている梶田の話には,これまで

紙から得 た知識 しか持ち合せのなかった参加者全員からさまざまな質問が出されて,大

変有益であった｡電流磁気効果など,新 しいデーターが生れることが大いに期待 される｡

なお,安藤 の話 と関連 して, Si(100)nチャネルの Ox∬とO'x,の実験 データーを提

示 してのコメン トが川路 によってなされた｡

この午後の話題は,表面の elementary exci.tationにはまだ成長不足の感 があるが,

この分野は理論 と実験の couplingが強 く, soundに発展 して来ているので,今後の一

層の成長 を期待 したい｡ (川路紳拍 )
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